
自校の目標（学力向上に向けた自校の取組に関する目標）

） 学校名

※この様式は、第２教育ブロックグループあてSKIP個人連絡メールにて提出してください。 

※本様式に加えて配付使途について【申請票Ｂ】(SKIP文書連絡機能：4/11〆切)への回答が必要です。

　　その際、【様式１・２】のすべての予算内訳の費目について回答してください。

1 自主学習習慣の確立に向けた取組について

（小学校：3～6年生の児童数×300円　　中学校：1～3年生の生徒数×300円）

※申請額は、取組支援費と同額になることが望ましい。

【裏面に続く⇒】

令和７年度　ブロック化による学校支援事業予算申請書および報告書

（校園コード 521036 東都島小学校

（第２教育ブロック）

【様式1】

令和７年度の全国学力・学習状況調査の平均正答率の

対全国比を「 」以上にする。1.00
1.05算数・数学： ）

【ブロック共通支援予算】

1.03（令和６年度結果　国語：

自主学習ノートを活用し、自主学習習慣の確立をめざす。

（１）取組内容

校内アンケートで「宿題や家庭学習を決められたときにしている」と肯定的に答える児童の割合を、80％以上にする。

事務局使用欄自主学習習慣の確立に向けた取組について
※購入物品名とその活用方法、期待される効果などについて記載してください。

申請額 予算内訳

10-1　自主学習ノート　@150×700=105,000
10-1  学習シート　@240×10=2,400
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　107,400円

※費目、数量、単価、金額がわかるように記載してください。

0 円④ 決算額

取組実績は取組完了時入力
実績報告はR８年３月６日提出〆切

① 取組支援費 円107,400
※自主学習習慣の確立に向けた取組支援費については、3
月下旬に決定し通知します。通知された金額を①に入力し
てください。

② 申請額 107,400 円

③取組内容・予算内訳（取組実績・決算内訳）

取組の効果を測る成果指標　　※「令和７年度ブロック化による学校支援事業実施要領３(３)①参照。



） 学校名

2
（教育視察、公開研究授業や研究協議会への参加・外部講師の招聘、など）

※申請額は、取組支援費と同額になることが望ましい。

③取組内容・予算内訳（取組実績・決算内訳） 円

決算額 決算内訳

（いずれかに✔）

※教職員を派遣する研究授業等の名称と派遣の効果などについて記載してください。

※費目、数量、単価、金額がわかるように記載してください。

校内アンケート「授業はわかりやすい」において、肯定的回答を80％以上を維持する。（R6　80％）

目標の達成状況

事務局使用欄取組実績 教職員の授業改善や指導力向上に向けた取組

①
取組支援費
（各校一律） 50,000 円 ② 申請額 50,000

指導力向上のため、大学教授を外部指導者として招聘する

取組の効果を測る成果指標　　※「令和７年度ブロック化による学校支援事業実施要領３(３)①参照。

円

※成果指標に基づき検証し、記載してください。「令和７年度ブロック化による学校支援事業実施要領」３(３)②参照。

※費目、数量、単価、金額がわかるように記載してください。

教職員の授業改善や指導力向上に向けた取組

事務局使用欄

申請額 予算内訳 ※費目、数量、単価、金額がわかるように記載してください。

12　委託料　大学教授講師料　@7100×3時間×2回=42,600円
　　　　　　　　　　　　　　 交通費　@7400円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　50,000円

（２）取組内容

※教職員を派遣する研究授業等の名称と派遣の効果などについて記載してください。

教職員の授業改善や指導力向上に向けた取組

※成果指標に基づき検証し、記載してください。「令和７年度ブロック化による学校支援事業実施要領」３(３)②参照。

（いずれかに✔）

決算額 決算内訳

（校園コード

※購入物品名とその活用方法、また活用の効果などについて記載してください。

東都島小学校

目標の達成状況

0④ 決算額

521036

取組実績 自主学習習慣の確立に向けた取組について 事務局使用欄

目標どおり 目標を下回った目標を上回った

目標どおり 目標を下回った目標を上回った


